959体罰はしない、させない、必要ない！


 
 

令和４年度体罰の要因分析（北海道教育委員会）から


「アンガーマネジメント」という言葉を知っている教員は98.5％いるが、知識として理解するだけでは意味がない。
研修や日々の指導等で身に着けていく必要がある。
体罰の発生要因（教員の認識）
Ｒ４
Ｒ３
Ｒ２
厳しい指導として、ある程度の有形力の行使は必要であるとの認識
14.3％
11.1％
0.0％
児童生徒のやる気を起こすためには有形力の行使が必要であるとの認識
0.0％
0.0％
0.0％
口頭での指導が通じず、有形力の行使に至った
28.6％
11.1％
0.0％
児童生徒の行為に感情的になった
57.1％
77.8％
100.0％
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○顧問をする部活動の指導中、生徒に複数回注意したが反省している態度が見られないことに感情的になり、左右の平手で左右の頬を１回ずつたたいた。生徒にけがはなかった。（過去にも体罰の処分歴あり）
●普段から指導してきたことが理解されていないと感じ、自分の感情が抑えられなかった。
○昼休みの校内巡視中、担任学級の教室が騒がしいため中に入ったところ、５人の生徒が丸め
た牛乳パックを蹴って遊んでいることに感情的になり、左手の拳で５人の生徒の頭頂部を１回ずつたたいた。５人の生徒にけがはなかった。
●再三指導してきたが改善されず、冷静さを欠いて体罰以外の方法を選択できなかった。
過去の処分事例から











○：事故の概要、●：当時の認識・状況


体罰の児童生徒への影響
自制心や正義感、道徳性などの発達の阻害
知的好奇心や興味・関心の喪失、意欲の低下
力による解決への志向を助長
児童生徒の行為に感情的になった。
口頭での指導が通じない。
体罰の原因
有形力の行使が必要との誤った認識。
児童生徒の主体性を伸ばすことができない。
体罰の教育上の問題点
問題の本質的な部分を教えていない。
体罰で子どもは育たない。









感情のコントロール方法の習得
体罰防止のためには
コミュニケーション能力の向上
指導が通じない原因を考え、指導方法を改善










	被処分者管内の過去の処分事例から

	処分内容
	事案の概要

	高等学校
教諭
	減給１か月
給 料 の
10分の１
	平成29年４月頃から７月頃の間、授業中に教室で、複数の生徒が机に伏せて寝ていたため、感情的になり、それぞれ当該生徒の背中を右の平手で１回たたいた。
また、同年５月12日（金）11時頃から12時頃の間、授業中に 実習室で、生徒がふざけていたため、感情的になり、当該生徒の頭頂部を右の平手で１回たたいた。
さらに、同年８月25日（金）12時頃、授業中に実習室で、生徒が指示に従わなかったことから、注意するため、当該生徒の後頭部を右の平手で１回たたいた。

	高等学校
校長
	戒告
	上記の所属職員の服務監督の責任者として、職員の指導監督を徹底し、事故防止に努めなければならない立場にありながら、平成27年７月に所属職員が体罰事故を起こしていたにもかかわらず、体罰事故が繰り返し発生し、校長として、所属職員に対する指導監督に適正を欠き、その職責を十分に果たしていなかった。


所属職員の指導監督を適正に行い、体罰の防止に努めることは、管理職の仕事です！

　　　
　　　
感情のコントロール方法や、コミュニケーション能力の向上を図っている。
指導に従わない児童生徒がいた時は、自らの指導方法の改善を図っている。
一方的に自らの方針に従わせず、粘り強く指導している。
体罰防止のための研修を真剣に行っている。
「ここまではセーフ」と独自の体罰基準を持つことは許されないと思う。
今すぐチェックしよう！
一つでも「していない・思わない」がある人は、今すぐ、考え、行動をあらためよう！
体罰根絶のための３つの心得
◎感情のコントロール方法やコミュニケーション能力の向上を常に図ろう！
◎どうすれば、自分の思いが児童生徒に伝わるか常に考えよう！
◎気持ちはホットでも、頭はクールな指導を徹底しよう！


